












Development of PET probes for imaging of tau 
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誘導体に着目した研究を続けてきており、2013 年には 18F で標識したプローブである































20 nM 以下の高い結合親和性を有していると明らかとなった。ARG においては、







Figure 2. Chemical structure (A), ARG image (B) and biodistribution in mice of [18F]THK-5151. 
 内取り込み量比が高かったのは[18F]THK-5151であった。 
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Figure 4. Chemical structure of 
(S)-[18F]THK-5151 ([18F]THK-5351). 
